
 

 

 

 

報道機関のみなさまへ 

 

特別展「たのしい時計展」及びオンライン企画を開催！ 

 

6 月 10 日「時の記念日」は、天文科学館の開館記念日です。2021 年は、日本標準時が制定

された 1886 年から 135 年です。また、時の記念日が 6月 10 日になった由来でもある、天智天

皇が漏刻を用いて人々に時を知らせた 671 年から 1350 年となります。今年度は、下記のとお

り企画をおこないますので、ご案内いたします。 

                      

                     記 

 

１．特別展 日本の標準時制定 135 周年記念 「たのしい時計展」 

（１）展示期間  2021 年 5月 29 日(土)～7 月 11 日(日) 

（２）展示場所  天文科学館 3 階 展示室 

（３）協力：学校法人水野学園  

専門学校ヒコ・みづのジュエリーカレッジ大阪  

               https://hiko-osaka.jp 

（４）内容 ヒコ・みづのジュエリーカレッジの卒業生で、 

独立時計師として活躍されている菊野昌宏氏、牧原大造氏が製作した時計をはじめ、 

さまざまな時計を展示するほか、時計修理に使われる工具なども展示いたします。 

 

２．オンライン企画  

■日時 2021 年 6 月 10 日 12：00～13:30   

12:00～ シゴセンオーあかし時のまち大使 就任式 

  ＣＧ作家岡本晃さん制作の変形型ロボット「シゴセンオー」が、 

あかし時のまち大使に就任します。 

※２０２１年５月２５日記者提供資料も参照ください 

12：30～13:30 オンライン・特別講座   

ヒコみづのジュエリーカレッジ大阪プレゼンツ「時計学校の先生から学ぶ！時計のしくみ」           

講師 野島 愛美（ヒコみづのジュエリーカレッジ大阪） 

聞き手 井上 毅（明石市立天文科学館 館長） 

内容 特別展「たのしい時計展」に協力の 

ヒコみづのジュエリーカレッジ大阪の時計学校講師 

野島 愛美さん（写真）が時計を組立しながら仕組みをお話しします。 

 

３．その他 

2021 年 6月 10 日「時の記念日」は、天文科学館を通常開館します。 

  プラネタリウム定員 150 名／整理券制です。 

 ※密集を避けるため、無料開放及び子午線通過証配布はおこないません。 

情報提供日 2021 年(令和 3 年)6 月 4 日 No.0303 

問い合わせ先 
ｼﾃｨｾｰﾙｽ推進室天文科学館（担当：井上・鈴木） 

078-919-5000（内線 7152） 


